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：画像処理装置、画像処理方法及び画像処理プログラム

■  技 術 概 要

■  特記事項、
     図など

画像処理装置

監視カメラ、遠隔地会議システム、画像編集、
人とコンピュータとのインターフェース

実環境で撮影された動画像を用いて対象物のシルエット欠損がない３次元モデル
を忠実に再現する。

実環境で撮影された動画像から３次元モデルを再現する場合、前景と背景との認
識誤りや遮蔽物の存在によって、対象物のシルエットに欠損が生じる場合があった
が、本発明によれば、対象物のシルエットに欠損がない３次元モデルを忠実に再現
することができる。

複数のカメラ１１・・・から撮影された対象物画像は、背景差分部１４で前景を含まず
処理対象画像から背景画像を差分して差分画像を作成し、その差分画像は、領域
区分部１５、影除去部１６、ラベリング部１７、輪郭抽出部１８、領域成長部１９、前景
領域抽出部２０によって、背景である信頼性が高い第１の領域と、信頼性が低い第
２の領域と、前景である信頼性が高い第３の領域と、信頼性が低い第４の領域と、
に区分され、その４つの領域に区分された撮影画像は、３次元モデル作成部２１に
おいて対象物画像のシルエット欠損がない３次元モデルに再現される。


